






















































































































































































































































































































































































































































































































































































学生の助けを借りて書き上げた。それが”Developmental Stages and Curriculum 
Development: A Japanese Perspective",（in） Journal of Curriculum and Supervision, 


























































































































































































































感染に明けコロナ感染で暮れた。ICTの活用によるremote or on-line educationの遅れが
高唱された。「他者と社会的な関係を保つ，個性的な自立を達成させ」，次世代の若者を「未
来の国の主権者」と見て，民主主義的な国家の形成者たる「主体形成」を図らねばならな
い。保護者も政府も，「国家百年の大計」と称して，国家や企業の要請を受け，子どもを
自分たちに都合のよい人材（財）に養成しようとして，「客体形成」を行っているに過ぎ
ない。子ども自身の主体的な意志・希望・個性に基づく目的・目標は軽視されている。実
際，現在のままでは学校は機能不全に陥り，それをテコにして行政府は公教育を政治的に
利用し，ICT関係企業も市場原理による利益優先の商業主義を推進しようと，常にその機
会をうかがっている。そうされないようにするためには，保護者や親が「私教育」をしっ
かり行い，自らと子どもに現在の社会や政治を吟味する自由と能力が保障されねばならな
い。高校以後は「生涯学習機関」にすべきだと思うこと，しきりである。
　以上が私のカリキュラム・ヴァイティ＝履歴であるが，これが「カリキュラム」研究と
どうつながるかと言えば，結局この履歴を通して私自身が人間としてどのように形成され
てきたか，がわかるからである。その意味では，私の論稿の構成のタイトルは，副題の方
を先に出しておく方が，大方の理解が得られるかもしれない。まさにこれはW.パイナー
の言う「その人に則したカリキュラムの現象学」的なとらえかたであり，事実，学校が与
えるカリキュラムという枠組みを越えて生じた，私自身の現象としての「人格形成」であ
り，その一部としての「学力形成」や「能力形成」なのである。「人間が形成される」，つ
まり「人格と能力が形成される」ということは，生涯に亘る事象であって，決して学校だ
けに閉じてはいない。時代はますます「生涯学習」を求めるようになっており，大きな視
野をもってカリキュラムをとらえ，その上で「学校教育」の「カリキュラム」をどう作る
のかが問われるときになっている。あらためて，カリキュラムを学習者の主体側に即して，
いかにつくれるかが問われることになろう。
（了）
